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大田区自立支援協議会 地域移行・地域生活支援部会要旨 

文責：（河又委員・障がい者総合サポートセンター） 

(1) 会議の名称 大田区自立支援協議会 地域移行・地域生活支援部会（第３回） 

(2) 開催日時 平成 30年 7月 13日（金）10:00～12:00 

(3) 開催場所 大田区立障がい者総合サポートセンター 5階多目的室 

(4) 出席した委

員、事務局 

委 員 （部会長：伊藤委員） 

白井 絵里子 青山 明子 鶴田 雅英 志村 陽子 

齋藤 信子 榎 拓己 山田 悠平 岡田 あい子 

河又 保子 田中 裕子 岡本 洋 川上 みどり 

区職員： 竜崎 香代（健康づくり課 健康づくり担当係長） 

事務局出席者 

 障がい者総合サポートセンター：木伏係長、森田、柳田 

(5)内容・要旨 

 

１ 連絡・確認事項 

（１） 司会・書記 

次回の司会は、岡本委員。書記は、事務局より委員へ依頼予定。 

（２） 出欠者の確認 

（３） 配布物の確認 

（４） グループホーム連絡会の報告 

  ・6月 25日知的グループホーム連絡会を開催。 

  ・空き状況の確認。 

   ・第三者評価受審についての情報提供。（受審済法人からの具合的な報 

告） 

  ・グループホーム情報発信シートが２割程度提出されていないので作成を

依頼し、8月末までに回収予定。 

（５） 相談支援部会出席者からの報告 

  ・高次脳機能障がいのある方の事例検討 

   参加者は、当事者、支援者、家族会の方々が参加。 

  ・当事者が自分自身の体験を元に、参加者へアドバイスする場面もあり 

    高次脳機能障がいに関する理解が深まった。事例検討会の内容を、家 

族会や当事者など外部の方たちにも是非フィードバックして欲しい。 

   ・以前は身体障がいのない高次脳機能障がいのある方が、自立訓練（機

能訓練）事業を利用できなかった。しかし、現在では利用できること

を家族の方々が知らない現状があった。必要な情報がつながるために

情報発信が必要だと思った。 

（６） 運営会議の報告 

  ・9月 4日に、各部会の交流を目的とした内容の合同部会を企画。 

  ・次回の運営会議は 8月 21日開催予定。 

（７） 大田区障がい者施策推進会議の報告（協議会より白井会長が参加） 

  ・自立支援協議会の内容を報告 

   ・平成 31年度に平成 33年度からの次期計画策定にむけた、大田区障が
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い者実態調査を実施予定 

   ・医療と福祉の連携の視点が弱いという意見（事例：虐待する側虐待さ

れる側や不登校、いじめを受ける子どもに発達障害の疑いがある場合

が多いこと、子どもの発達障害、大人の発達障害への対応など） 

 

    ＜委員より質問＞医療と福祉の連携の具体的な内容を知りたい。 

   ・会議の中では、さぽーとぴあ増築工事に関する内容や、軽度の乳幼児

では、わかばの家以外は対応が難しく、わかばの家では相談希望者が

多く、相談まで時間を要してしまうという現状がある。そのことから

も早期発見、早期対応等医療との連携が大切であり、二次障害を防ぐ

ことになる等の内容であった。 

 

（８）事務局からの連絡事項 

  ・報償費について 

    今年度は、全体の合同部会は該当するが、各専門部会へのオブザーバ

ー参加については、新たな取り組みのため予算計上をしていない。来

年度の予算で検討していく。 

  ・参加委員からの情報提供について 

   今回から、検討時間を長く確保するため、各自ホワイトボードで確認。 

 

２ 前回の振り返り 

  ○議事録の確認 

   内容の修正箇所を確認。具体的な修正点を来週までに事務局へ申し出。 

  ○ご意見カードより 

   ・精神障害に、高次脳機能障害は該当されるか？⇒精神障害に該当 

   ・以前、井之頭病院の見学を実施。入院している方たちの、話を聞く 

ことが大切だと実感した。 

 

３ 議題 

（１） 今後の部会活動の確認 

１）公開勉強会について 

  ＜候補＞ 

  ①株式会社ぐるんとびー代表取締役 菅原健介 

  ②御用聞き（高島平） 

  ③加藤忠相（映画ケアニンの主人公モデル） 

  上記３名に声掛けをしていく。 

 ・地域包括ケアシステムの視点から内容を検討する。 

   ２）見学会について 

     ・見学希望先はご意見カードか事務局まで。 

７月 31日（月）締め切り。 

       

 （２）事例検討について 
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   １）前回の手法の振り返り 

     ・今までに抽出されたものを確認 

     ・本専門部会から障がい施策推進プランへ反映できるものについて

はまとめていく 

     ・大田区にもどるために、「私」ができることを中心にグループで

具体的に検討する。 

 

   ２）事例検討の振り返り 

     各グループに分かれて前回の内容を、課題整理しまとめる。 

     ※欠席者多数により、精神①②グループは、一つのグループで検討。 

 

※次回日程（第４回） 

〇作業部会：８月 １日（水）10時～12時 さぽーとぴあ３階集会室１ 

〇部  会：８月 17日（金）10時～12時 さぽーとぴあ５階多目的室 

 

 


